
令和2年9月24日
検査指導課

◇ＩＣＴ活用工事の積算基準（令和２年度改定）

（県）１０月１日以降，適用とします。

（県）適用見送り

（県）令和元年度は１０５件で実施

→対象：ICT土工，ICT舗装工
ＵＡＶ，レーザースキャナーで実施が必須

（県）令和２年８月１４日適用



 

令和２年９月２４日   
茨城県土木部検査指導課 

 

ＩＣＴ活用工事に係る要領の改定，新設について（令和 2年 10 月） 

 
 
 

１ ＩＣＴ土工について（改定） R2.10/1 以降起工決議する工事から適用 

（１）発注者指定型，チャレンジいばらきⅠ型の対象拡大 

 ○従前は，対象を土工量 10,000m3 以上としていたものを，７，０００m3 以上に変更

します。 
 ○なお，これに伴い，「受注者希望型」の対象が，３，０００m3 以上７，０００m3 未

満に変更となります。 
土工量（掘削又は盛土） 発注方式 

7,000m3 以上 発注者指定型  or チャレンジいばらきⅠ

型 
3,000m3 以上 7,000m3 未満 受注者希望型 
1,000m3 以上 3,000m3 未満 チャレンジいばらきⅡ型 

 
（２）発注者指定型及びチャレンジいばらきⅠ型への受発注者協議の導入 

 ○（１）により発注者指定型，チャレンジいばらきⅠ型で発注した工事であっても，契

約後の受発注者協議により，「ICT 建設機械の活用」のプロセスについてのみ，その全

部又は一部を「従来型建設機械による施工」として設計変更することも可とします。 
○なお，変更が認められるのは，例えば，流用土の供給が不定期であり，ICT 建設機械

を活用したとしてもその能力を持て余し，生産性向上に寄与しない施工条件等の場合

に限定します。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次頁につづく） 

従来型建設機械での施工に変更できる規定を設ける。 

（主な制度改正等）



 

２ ＩＣＴ舗装工（修繕工）について（新設） R2.10/1 以降起工決議する工事から適用 

 ○予定価格が 1,000 万円以上の「切削オーバーレイ工」（※）を実施する工事から，発注

者が選定の上，受注者希望型により発注することとします。 
   ※「切削オーバーレイ工」とは，路面切削機によるアスファルト舗装路面の切削作業から概ね切

削した舗装厚分を即日で急速施工する作業。 
 ○ICT 活用に当たっては，「３次元起工測量」及び「３次元設計データ作成」によって切

削計画を作成するまでを基本実施項目とする。（「ICT 建設機械による施工」以降のプ

ロセスについては，実施を求めない）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（補足）路面切削工の場合 
 ○路面切削工（切削後，即日の舗装打ち換えを行わない舗装修繕）の場合は，ICT 活用

促進工事としては発注しません。 
○ただし，契約後，受注者の申し入れにより受発注者協議を実施することで，切削計画

の作成にＩＣＴ活用できることとしておりますので，希望がある場合は監督員にご相

談願います。 
 

【基本実施項目】※設計変更対象 
① 現況路面の把握（TLS 等による 3 次元起工測量） 
② 切削計画の作成（３次元設計データ作成） 


